
植物相の著しく違った代表的な採集地、三渡山は、 l  明石の街路樹にはエシグユもある。舞子辺の東南向
E闘にふられた時間の関係で割愛して帰路につく。との| の庭園に雄大なワνγ トニアが見えた。芦屋辺までは
墳からは日が照り出す。そよ風に白い奨哀を見せるア| 生育するという。
ベマキが目立つo 神戸地方と違ってクヌギの方が珍ら
しいという。
春名氏から神戸生物クラブ探集会の予定やナイカチ
豆の話があり、その他会員の方々から各支部の事業計
画やら、種々のお話が出て絶えず寧内をE震わす。大久
保附近の池ずつみでJレP ヤナギの採集をする。議らし
くない毒草だが菜食すれば中毒する。セイタカアキノ
キJ} y > ，? も若手って咲いていた。

額躍では複簡りにオオマツヨイグサの群落があって
夕方だというのに昨日の花がまだ残ってあたりを黄色
一色にぬりつぶしていた。
パスは会員の要求に応じて、次々に停寧しては入荷
を降ろし各人は今日一日の楽しい貴い採集品をみやげ
に惜しい別れを告げて予定より少し平〈明るい中に解
散したのであった。

丹波支部生物採集 ' 記

樋 口 繁

昭和31&手9 月2 日氷上郡氷上町で窓会会長森為三簿| 稜名 kaibarae は、 問中茂穂博士の記念名で、誌怠
士を講師にお闘いして、生物採集会を開催しました。 I地が我国の最南端であるので、和名もミナミ} ミヨと
初日者は農大浜田教授、野草助教授、掘紅助教授、柏| されたのである。今も醐IJの上流京都府下には、ミ
原高校の松山、井上、山京、大西教諭、氷上中学の開| ナミトミヨの棲息地がある。
問教諭を始め、多記郡、氷上郡の高校、中学の教員及| こLから葛野の逮身寺まで動、結物、昆虫' o a ' 採集し
び生徒当事的45名で盛大な採集会を聞く，ことが出来まし| つ L行く。この土地は早春の植物が豊富なととるで山
た。すその竹薮や草の中に
先ず成松町の葛野川( 加古川の上流〉でパイカモ( I  カタクリ、イチ. ! l y ソク、ニリ y ソ夕、アズマイデ
至急主主科〉の採集。この川底、流水の中一面にパイカモ| グ、ユキワリイナグ、キクグキイチ. ! l y ソ夕、マルパ
が繁殖して緑色になっている。白い花をつけたのもあ| コ y ロy ソヲ等が、色とりどりに咲き香. L ; j 1 ，るととろで
り、英他ミズガラジ等も混生している。この植物は寒| ある。
地にあり、多氾郡では大山村 1か所です。次に成松町| 遼身寺より奥の渓流は、丹波、但馬、揺醸の三国の

きました。 I ( アマゴ〉が援息しているのでこの採集に向いやっと
との地? 土佐治川の冷水が壌を適して湧出して清水が| 数回を採ることが出来た。

常に多量議に満ち流れて池に充ちていた。と L に珍魚| 森先生の説明によると
ミナミトミヨが昭和5年噴まで棲息していたところで| ヒラベはマスの陸封されたもので、太平洋の河')11の
す。当地方ではカツオと呼んでいたが習に 9;;にの刺を| ものと日京海の河川のものとの 2型がある。前者がア
有し、水草で巣を造って産卵し、機はその巣の周囲を| マゴで後者がヤマメである。両者を比絞すると体側に
廻って警戒する珍らしい習性がありました。 1:朱の斑点があるので区別する ζとが出来る。耳目ち斑点
森先生の説明によると、 | の有るのがアマゴで、無いのがヤマメである。との地
ミナミトミヨは日京海に注ぐ河川に麗む魚であるの| のヒラベは朱点が少なしカ耐111の上流であ. るのに由

に、加古川の上流にいたことは以前この土地が日本海| 良川との関連がある。
に注ぐ由良川の上流と関連があった証拠である。若し| 隣りの多紀郡後川にアマゴが棲息しているが、とれ
齢、し堀川天然記念物に臨する価値がある。今阿武庫川の上流で、朱点が多く明瞭にアマゴ裂であ
は絶漉して残念であるが、せめてもに柏原高校の標本| る
a ' 回覧する。学名 Pygosteus kaibarae T A N A K A の
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